
第 40 回土木学会関東支部技術研究                             第Ⅴ部門 
塩分を含んだコンクリート塊の再利用に関する基礎的研究 

 
東京理科大学    学生会員 ◯萩原 和可子 
東京理科大学大学院 学生会員  小林 荘太 
東京理科大学     正会員  三田 勝也 
東京理科大学     正会員  加藤 佳孝 

 
1.はじめに 

 2011 年 3 月 11 日，観測史上最大と言われた東

日本大震災が発生し，構造物が倒壊および未曾有

の津波によって構造物が流されたことにより，多

くのコンクリートがれきが発生した．こうしたコ

ンクリートがれきの処理と有効利用は，被災地の

復旧・復興に不可欠で，解決すべき課題である． 

本研究では，海水に触れたコンクリートがれき

を再生骨材として用いるために，コンクリートが

れきに混入している塩分が，再生骨材コンクリー

トの性状に及ぼす影響を把握することを目的とし

た． 

2.実験概要 

 本研究では，塩分を含有した原コンクリートを

再現する方法として，原コンクリートを塩水に浸

漬させる方法と，原コンクリートに塩分を練り込

む方法の 2 種類を用いた．塩水浸漬では，再生骨

材に含有する塩分濃度が不均一で，塩分練込みは

塩分濃度が均一であるため，これら 2 種類を比較

検討することで，塩化物イオンが再生骨材コンク

リートに及ぼす影響について把握することとした． 

2.1 再生骨材の製造方法 

 再生骨材は水セメント比 50%のコンクリートを

材齢 28 日まで標準水中養生した後，材齢 56 日ま

で塩水養生したもの，および塩水（Cl-：3.6kg/m3）

を練混ぜ水に加え塩分を練り込み，材齢 84 日まで

湿布養生したものの 2 種類を原コンクリートとし，

それぞれ材齢終了後，ジョークラッシャで一次破

砕した． 

2.2 再生骨材コンクリートの配合 

 再生骨材コンクリートの示方配合を表-1 に示

す．目標スランプは 10±3cm，目標空気量は

4.5±1.5%とした．水セメント比を 40，50 および

60%の 3 種類，結合材を普通ポルトランドセメン
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表-1 再生骨材コンクリートの示方配合 

 



第 40 回土木学会関東支部技術研究                             第Ⅴ部門 
ト，高炉スラグ微粉末 4000 およびフライアッシュ

の 3 種類とし，それぞれ再生骨材置換率を 0，10

および 30%で合計 30 水準とした． 

2.3 試験項目および方法 

 試験項目は，ブリーディング試験，圧縮強度試

験とした．ブリーディング試験は JIS A 1123 に準

じて行った．供試体は φ10×20cm として 28 日間

20℃水中養生を行った後，圧縮強度試験を行った． 

3.実験結果および考察 

3.1 ブリーディング試験結果 

 ブリーディング量を図-1 に示す．図-1 より再生

骨材置換率 0%と比較して，再生骨材置換率 30%

では，OPC40，OPC50，OPC60，BFS40，BFS50，

FA50 の配合ケースでブリーディング量が減少し

ている．しかし，減少していない配合ケースも見

られるため，塩分を含んだ再生骨材がブリーディ

ングに及ぼす影響はそれほど大きくないと考えら

れる． 

3.2 圧縮強度試験結果 

 圧縮強度とC/Wの関係を図-2 に示す．図-2 より

C/Wの増加とともに圧縮強度も増加している．ま

た，FAの配合を除く各配合での再生骨材置換率の

違いによる圧縮強度の差は大きくなく，スランプ

や空気量などのフレッシュ性状の差異が影響した

ものと考えられる．FAの配合における再生骨材置

換率による強度変化は，再生骨材コンクリートの

細孔構造が影響したのではないかと考えられる．

再生骨材コンクリートは再生骨材中の水分が滲出

することによって，骨材界面はポーラスになり1)，

さらに遷移帯が形成されることによって水分の割

合が高くなり2)，強度は低下する．FAは強度発現

が遅いため，前述した影響を受けたと考えられる． 

 また，OPCsalt の配合は，再生骨材に塩分を練

り込んだ原コンクリートを使用した配合であり，

塩水に浸漬させた原コンクリートを使用した

OPC の配合と比較すると，差は認められない． 

4.まとめ 

 本研究の結果より，再生骨材置換率が 10～30%

では，ブリーディング量，圧縮強度には影響を及

ぼさないことがわかった．また，塩分の混入方法

の違いが及ぼす影響もないことがわかった． 
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図-1 ブリーディング量 
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図-2 圧縮強度と C/W の関係 
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